
保健体育科

単元目標
・心肺停止に陥った人に遭遇したときの応
急手当として心肺蘇生法があることとその
方法について理解し、胸骨圧迫、AED使用
などの心肺蘇生法ができる。

理科

単元目標

・動脈血および静脈血が流れている部
分や酸素の運搬について理解できる。

ICT活用とｶﾘｷｭﾗﾑ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを取り入れたキャリア教育とESDの視点に立った授業実践 ９月26日（金） 5校時 2年 3組

実践・工夫点・アウトプットの実践内容（箇条書き・写真等）

・理科で学習した心臓は、血液を循環させるポンプのはたらきということを確認し、心肺停止状態は体にとってどのような状態かを確認する。

・人工呼吸と胸骨圧迫はどちらを優先したらよいのかをグループで話し合わせる。

・心停止が起こると血液、酸素が体に行き渡らなくなる状況を理解し、心肺蘇生法を実際に体験する。

・AEDは心停止を電気ショックで除細動を行い、心臓を正しい動きに導くことを抑え、迅速な対応が社会復帰と密接に関わり、心臓のはたらきが動物にとって大切なものであ
ることを再認識させる。

成果

・心臓の働きが全身に血液、酸素を送るポンプの役割を果たしているとい
うことを話し合いを通じて理解させることができた。

・資料、体験を通して心臓の働きが失われてから、迅速な応急手当を行う
ことが生存率、社会復帰率を高めることに繋がることを理解することがで
きた。

今後に向けて

・知識は持っていても、知識同士の関連を見いだすことが未
だ弱い部分だと感じたので、知識を学びながら、関連した情
報や知識、技能を紹介して少しでも知識同士がつながるよう
に授業を行っていきたい。

教科横断（カリキュラム・マネジメント）の視点 ＥＳＤの視点

キャリア教育の視点
ＩＣＴ活用

（スライド）

カリマネ教科

×

メイン教科

⇒

育成する資質・能力 概念 能力・態度

知識・技能 知識・技能

論理的思考力 多様性 批判的に考える力 人間関係・社会形成

即時性言語能力・コミュニケーション力 相互性 計画を立てる力

自己理解・自己管理

思考・判断・表現 思考・判断・表現

課題発見・解決能力 有限性 多画的思考

自立的活動力 公平性 コミュニケーション力

課題対応 共有性

学びに向かう力・
人間性等

学びに向かう力・
人間性等

人間関係調整力 連携生 他者と協力する

社会参画力・未来づくり 責任制

つながりの尊重

キャリアプランニング 保存性
進んで参加する


